
最
後
に
想
い
っ
き
リ
ピ
ア
ノ
が
弾
き
た
い

そ
ワ」に
は
決
し
て
過
去
に
し
て
は
い
け
な
い
現
実
が
あ
っ
た

ビ
ア
イ
ソ
ナ
タ
「月
光
」
に
よ
る

朗
読
劇原

作
・脚
本
／
毛
利
恒
之
貧
議
社
文
庫
『月
光
２
』よ↓

演
出
／
鈴
木
完

一
郎
・原
田
一
樹

出
演

南
保
大
樹
　
清
川
佑
介
　
和
泉
れ
い
子
　
紬
野
二
紗
子
　
ピ
ア
ノ

根
岸
弥
生

〒155-0033東京都世田谷区代田1-30-13
日D3(3419)2871劇 団 東 演



ビ
ア
ノ
・ソ
ナ
タ
習
月
光
旨

朗
読
劇

今こそ、命の重さを次世代に伝えよう

佐
賀
県
鳥
栖
市
―
―
。
戦
後
四
十
五
年
の
こ
の
年
、
鳥
栖

小
学
校
の
古
い
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
廃
棄
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
た
。
か
つ
て
教
師
を
し
て
い
た
吉
岡
公
子
は
、
そ
の

ピ
ア
ノ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
を
秘
め
て
い
た
。
そ
し

て
ピ
ア
ノ
を
平
和
の
願
い
の
証
し
と
し
て
保
存
し
よ
う
と

い
う
思
い
か
ら
全
校
集
会
で
生
徒
た
ち
に
そ
の
思
い
出
を

語
る
…
…
。

太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
二
十
年
初
夏
―
―
。
音
楽
を

愛
す
る
学
徒
出
身
の
特
攻
隊
員
ふ
た
り
が
学
校
に
駆
け
つ

け
、
今
生
の
別
れ
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
ビ
ア
ノ
ソ
ナ
タ

「月
光
」
を
弾
き
、
沖
縄
の
空
に
出
撃
し
て
い
っ
た
…
…
。

ビ尽
施
ｆ
曲
岬
水
π
／
二
七
鋼
側
麟
世
ウ
キ
講
談
社
文
庫
『月
光
の
夏
』よ
り
）

演
出
／
鈴
木

完

一
郎

・
原
田

一
樹

心
の
日
で
観
る
感
動
の
ド
ラ
マ
を

朗
読
劇
『月
光
の
夏
』
は
、
単
な
る
朗
読
と
は
違
い
ま
す
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ

エ
ン
の
ソ
ナ
タ
「月
光
」
の
ビ
ア
ノ
演
奏
と
〈ド

ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
）が
お
り
な
す
、
新
機
軸
の
ラ
イ
ブ
・ス

テ
ー
ジ
で
す
。

か
つ
て
、
一ス
ン
オ
ド
ラ
マ
は
「心
の
劇
場
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
朗
読
劇
も
ま
た
、
観
客
の
想
像
の
世
界
を
ひ
ろ
げ
ま

す
。
の
み
な
ら
ず
、
人
間
の
息
吹
が
伝
わ
る
、
臨
場
感
の

あ
る
生
の
舞
台
で
す
。
名
曲
の
調
べ
と
あ
い
ま
っ
て
胸
で

聴
く
、
心
の
日
で
観
る
、
深
い
味
わ
い
の
感
動
の
ド
ラ
マ
を

お
と
ど
け
し
ま
す
。
戦
争
犠
牲
者
の
鎮
魂
と
平
和

へ
の
祈

り
を
こ
め
て
―
―
。　
　
　
　
　
　
　
（作
者
／
毛
利
恒
之
）

生きたくても生きることが許されなかつた青春 |

サ照:り1/鵜 nlll`、iを  計響/高橋 巌 舞台監骨/原野寛之 制作/hYt川 功

会員になると年 6回の演劇を鑑賞できます。

◇詳しくは旭川市民劇場まで◇

TEL: 23-1 655
住所 :旭川市 3条通 8丁目緑橋ビル 1号館 2F

会場=旭川市公会堂

演濠」で笑ったり、泣いたり、

怒つたり。楽し<、 大切な

時間を、私たちと一緒に過

ごしませんか。

● 人 会 金       2,000円
01ヽ rt(り 1)  ‐    1せ  : 2, 5001〕

大 学  
′li:1, 000円

出i校
′
li以 |(:  500「Tl

2015年 旭川市民濠J場 9月例会

9月 9日 (水)1:30
6:30※本公演は

一日のみの公演です

員
中

〈
バ

ピアノ/根岸弥生紬野二紗子和泉れい子清川佑介南保大樹

募集


